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今年7月、50年に一度の大雨が全国各地で猛威を振るいました。
さらに私たちは今、コロナの渦に巻き込まれ、新たな備えも余儀なくされています。

もし、今、大地震が起きたら、津波が襲ってきたら、豪雨に見舞われたら…。
すぐに行動できるでしょうか。

だから、今、私たちは災害を知り、日ごろから備えておかなければなりません。
コロナ禍の中で家にいる時間が長くなった今、万が一の場合に必要な身近な備えを再点検します。

防災特集 未来へつなぐ防災を考える

備え、今やるべきことは

災害は繰り返す
昭和34年8月 台風7号により、校庭のフェンスが倒れるなどの被害を受けた旧河津町立南中学校（現在の南中跡地）
地震、豪雨、河津町でも災害は繰り返し起こってきました。

災害は繰り返す
昭和34年8月 台風7号により、校庭のフェンスが倒れるなどの被害を受けた旧河津町立南中学校（現在の南中跡地）
地震、豪雨、河津町でも災害は繰り返し起こってきました。

コロナ禍の災害ボランティア
平成30年7月 西日本豪雨による土砂災害（広島県呉市）。河津町からも職員の災害派遣を行いました。
コロナ禍の今、感染拡大地域が広がるなか、災害ボランティアも限られた地域への派遣へと変わりつつあります。

コロナ禍の災害ボランティア
平成30年7月 西日本豪雨による土砂災害（広島県呉市）。河津町からも職員の災害派遣を行いました。
コロナ禍の今、感染拡大地域が広がるなか、災害ボランティアも限られた地域への派遣へと変わりつつあります。



齢者だけの住宅では、子どもが家を出ていて

代が変わったら住み続ける人がいないという

理由から、耐震補強は補助が出てもお金をかけてま

で今やらなくてもという意見が聞かれます。河津町

は「静岡県第4次地震被害想定」で、地震発生後、

津波が到達するまで17分と想定されているので、そ

の間に逃げればいいと思って

いる人もいます。阪神・淡路

大震災では、家が崩れて道が

通れなくなりました。がれき

を越えて逃げられるかまでは

想定できませんが、まずは逃

げられるという考えが大切で

す。「逃げる」「逃げた先」よ

りも、まずは「逃げる前」の

自分の命を守る取り組みを個

人でやることが大切です。

災
害
は
、必
ず
繰
り
返
し
ま
す
。

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
１
月

１７
日
、
午
前
５
時

１７

４６
分
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

死
者
６
４
３
４
人
、
不
明
３
人
、

負
傷
者
４
万
３
７
９
２
人
。
早
朝

の
地
震
で
、
亡
く
な
っ
た
人
の
約

８
割
は
就
寝
中
の
自
宅
で
建
物
倒

壊
や
家
具
の
下
敷
き
で
犠
牲
に
な

り
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
今
後
３０

年
以
内
に
７０
～
７０

８０
％
の
確
率
で
発

生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も

し
、
家
族
の
誰
か
が
地
震
の
揺
れ

で
倒
れ
て
き
た
家
具
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
て
犠
牲
に
な
っ
た
ら
…
。

過
去
、
河
津
町
も
さ
ま
ざ
ま
な

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
記
憶
は
風
化
し
ま
す
。

賀
茂
地
域
は
、
旧
耐
震
基
準

（
昭
和
５６
年
５
月

５６

３１
日
以
前
の
建

築
）
の
住
宅
が
約
１
万
３
０
０
０

棟
も
残
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
他

風
化
す
る
災
害
の
記
憶

地
域
と
比
べ
耐
震
化
が
遅
れ
て
い

る
状
況
で
す
。
静
岡
県
で
は
、
住

宅
の
耐
震
化
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
数
年
は
、
各
市
町
１

～
２
件
の
耐
震
化
が
あ
れ
ば
よ
い

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
費
用
を

か
け
て
ま
で
耐
震
化
し
よ
う
と
い

う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
傾
向

に
あ
る
よ
う
で
す
。

賀
茂
地
域
局
危
機
管
理
課
、
高た

か

野
浩
班
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

の「
避
難
の
考
え
方
は
、
自
分
の
家

が
安
全
な
ら
動
か
な
い
『
在
宅
避

難
』
が
基
本
で
す
。
在
宅
避
難
に

は
、
ま
ず
は
家
の
中
を
安
全
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
宅
の

耐
震
化
と
家
具
の
固
定
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
。そ
れ
を
確
実
に
や
っ

て
初
め
て
安
全
と
言
え
ま
す
」。

今
年
７
月
、
熊
本
県
で
の
豪
雨

災
害
で
は
、「
逃
げ
よ
う
と
思
っ
た

時
、
二
階
に
上
が
る
階
段
に
は
た

ん
す
が
倒
れ
て
い
て
行
く
に
行
け

な
く
て
」と
話
す
人
が
い
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
命
を

守
る
早
め
の
備
え
が
必
要
で
す
。
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高

安
全
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

備え、

今やるべきことは

災
害
は
地
震
に
せ
よ
集
中
豪
雨
に
せ
よ

同
じ
よ
う
な
災
害
が
繰
り
返
し
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
て
い
く
。

（

伊
豆
大
島
近
海
地
震
の
記
録
と
児
童
生
徒
の
体
験
記
「
山
が
動
い
た
」
よ
り
）

,
78
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賀茂地域局危機管理課

影山耕平技師

■河津町で起きた過去の災害
災害の主な記録災 害年 月

見高入谷、梨本で大規模な崩壊が発生。死者11人、負傷者28人。全壊16戸、半壊56戸。M7.0伊豆大島近海地震昭和53年1月

地

震

被害は河津町に限られた。鉢の山付近、上佐ヶ野に被害。M5.4河津地震昭和51年8月

一部破損55戸、山（崖）崩れ7カ所の被害が生じた。M6.9伊豆半島沖地震昭和49年5月

上河津で震度3。被害もなかったが、県中・西部で大被害が生じた地震。M7.9東南海地震昭和19年12月

東京・横浜を潰滅させた大地震。上河津村で家屋1戸全壊。9月10日の余震でも小被害。M7.9関東地震大正12年9月

湯ヶ野の温泉は地震後4～5℃温度を増した。M8.0濃尾地震明治24年10月

南米・チリで起こった地震による津波。津波の高さは0.8m。チリ地震津波昭和35年5月津

波 津波の高さは谷津で3～4.5m、見高浜で2.6～4.2ｍ。関東地震津波大正12年9月

局地的な豪雨。河津町では全壊9戸、半壊2戸、床上浸水101戸、床下浸水129戸。災害救助法適用。集中豪雨平成3年9月

豪
雨
・
台
風

町内全域に被害。総雨量509亜。集中豪雨昭和51年7月

前線通過集中豪雨。集中豪雨昭和50年10月

県内全域に被害。台風昭和34年8月

狩野川台風。台風昭和33年9月

最大瞬間風速49.0m/s（石廊崎）上河津の日雨量は12日に322亜に達した。台風大正3年8月

参考：静岡県市町村災害史（静岡県公式ホームページ）、静岡県史、河津町資料
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
時
間
差
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

が
れ
き
の
下
で
長
時
間
救
助
を
待
ち
続
け
た
人
も
い
ま
し
た
。

事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
防
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
々
、
現
場
で
働
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

災害時、「日常行われる医療」は困難。
一人でも多くの人命を
救うことを目指します。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た

と
き
に
備
え
て
、
食
料
や
水
の
備

蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、
最
長
で
７
日
間
、
食
料

が
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
地
域
も
あ

り
ま
す
。
目
安
と
し
て
、
１
週
間

程
度
の
食
料
を
用
意
し
「
備
え
る

→
食
べ
る
→
買
い
足
す
」
の
よ
う

に
賞
味
期
限
を
み
な
が
ら
備
蓄
す

る
と
よ
い
と
考
え
ま
す
。

災
害
時
の
医
療
で
は
、
急
激
な

傷
病
者
の
増
加
に
伴
い
、
医
療
の

人
員
・
資
機
材
の
供
給
が
追
い
つ

き
ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源

を
活
用
し
て
一
人
で
も
多
く
の
人

命
を
救
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

「
日
常
に
行
わ
れ
る
医
療
」
を
提

供
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
理

解
し
て
く
だ
さ
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
、
災
害

医
療
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
が
れ
き
の
中
か
ら
救
出

さ
れ
た
と
き
に
は
元
気
で
も
、
数

時
間
後
に
急
変
す
る
外
傷
の
ひ
と

つ
が
「
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
」
で

す
。
が
れ
き
や
家
具
な
ど
重
い
も

の
に
腰
や
腕
、
腿
な
ど
が
２
時
間

以
上
挟
ま
れ
、
そ
の
後
圧
迫
か
ら

解
除
さ
れ
た
と
き
に
起
こ
り
ま
す
。

筋
肉
が
圧
迫
さ
れ
る
と
、
筋
肉
細

胞
が
障
害
・
壊
死
を
起
こ
し
、
血

え

し

液
中
に
混
じ
る
と
毒
性
の
高
い
物

質
が
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
救
出
さ
れ
圧
迫
が
解
除
さ
れ
た

と
き
、
こ
の
毒
性
の
高
い
物
質
が

血
流
に
乗
っ
て
全
身
に
広
が
り
、

心
臓
機
能
が
失
わ
れ
死
に
至
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
ほ
ど
「
早

期
発
見
・
早
期
治
療
」
が
有
効
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
災
害
が

起
き
た
と
き
、
む
や
み
に
が
れ
き

の
撤
去
を
せ
ず
に
、
救
助
隊
が
必

要
だ
と
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
声
を
か
け
て
励
ま
し
、
毛

布
で
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。
救
助

隊
の
到
着
が
困
難
で
、
自
分
た
ち

で
救
出
し
た
と
き
は
、「
ど
の
部
分

が
、
ど
の
く
ら
い
の
重
さ
で
、
ど

れ
く
ら
い
圧
迫
さ
れ
て
い
た
か
」

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う

な
情
報
で
、
よ
り
多
く
の
人
命
を

救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
原

因
が
特
定
さ
れ
た
建
物
火
災
の
約

６
割
が
「
通
電
火
災
」
で
し
た
。

「
通
電
火
災
」
は
、
大
規
模
地
震

で
停
電
が
起
こ
り
、
電
化
製
品
の

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
か
な
い
ま
ま
避

難
し
た
後
、
電
力
が
復
旧
し
、
電

化
製
品
に
電
気
が
通
り
、
周
り
に

あ
る
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
出
火

す
る
こ
と
で
す
。
地
震
の
揺
れ
で

も
の
が
散
乱
し
た
中
で
出
火
す
る

た
め
、
短
時
間
で
大
き
な
火
災
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

備
え
と
し
て
は
、
暖
房
器
具
の

近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
、
使
用
し
て
い
な
い
電
化
製

品
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
く
習
慣
を

つ
け
る
。
地
震
が
発
生
し
た
と
き

は
、
避
難
す
る
前
に
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
す
こ
と
で
す
。

し
か
し
混
乱
し
た
中
で
必
ず
し

も
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は「
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
設
定
値
以

上
の
揺
れ
を
感
知
し
た
場
合
に
、

自
動
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を
遮
断
す
る

器
具
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

が
あ
り
、
各
家
庭
に
あ
っ
た
も
の

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Interview
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正木さんが普段から
心がけている防災

週に１回、子どもと一緒
に通学路を歩きます。こ
こで地震が起きたらどこ
に逃げたらいいか、通学
路の危険性を確認し家族
で話し合っています。

下田地区消防組合
下田消防署

河津分署長 正木 紀
のり

行さん

ゆき

STAY
HOME
SONAE

− 知る −
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防災士の活動を通じて――
まずは助かるということ。
自分が逃げられる状態にいること。

小
学
５
年
生
の
と
き
に
平
成
３

年
の
集
中
豪
雨
で
下
田
市
内
の
親

戚
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
泥
か

き
な
ど
の
手
伝
い
を
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
中
学
３
年
生
の
と

き
。
神
戸
市
で
は
、
自
宅
で
け
が

を
し
て
日
常
の
生
活
が
で
き
な
く

な
っ
た
高
齢
者
専
用
の
仮
設
住
宅

で
、
歩
き
や
す
く
す
る
手
す
り
を

つ
け
た
り
物
資
を
取
り
に
い
っ
た

り
、
少
し
で
も
生
活
し
や
す
く
な

る
支
援
を
し
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
早
朝

の
５
時
４６
分
に
発
生
し
、
寝
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
地
震
で
す
。
寝

室
に
は
、
寝
て
い
る
高
さ
よ
り
低

い
家
具
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
具
の

固
定
を
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、

住
居
が
賃
貸
の
場
合
や
、
固
定
し

た
い
家
具
が
、
嫁
入
り
道
具
だ
っ

た
り
両
親
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
だ
っ

た
り
と
想
い
入
れ
が
あ
り
固
定
し

た
く
な
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

家
具
の
固
定
が
で
き
な
い
と
し

て
も
、「
寝
る
方
向
と
逆
の
離
れ
た

方
向
に
家
具
を
置
く
」「
出
入
口
を

ふ
さ
が
な
い
と
こ
ろ
に
家
具
を
置

く
」
と
い
う
工
夫
で
も
自
分
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

河
津
町
の
家
具
固
定
器
具
の
補

助
金
は
上
限
「
１
万
円
」
で
す
。

「
１
万
円
」
あ
れ
ば
、
寝
室
や
リ

ビ
ン
グ
、
台
所
な
ど
、
ご
自
分
が

い
つ
も
過
ご
す
場
所
の
家
具
の
固

定
が
十
分
で
き
ま
す
。
自
分
の
命

を
守
る
た
め
の
備
え
を
し
て
く
だ

さ
い
。

伊
豆
半
島
で
は
、
震
災
直
後
に

生
き
て
い
て
声
を
あ
げ
て
も
、
津

波
な
ど
が
起
き
れ
ば
す
ぐ
に
救
助

に
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
が

逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
対
策
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
助
か
る
こ
と

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
は
、
救
助
に
行
く
人

を
出
さ
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
震
災
が
起

き
て
も
今
ま
で
の
よ
う
に
全
国
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派
遣
さ
れ

ま
せ
ん
。
地
域
の
人
、
自
主
防
、

消
防
団
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
広
域
避
難
場
所
の
３
密
を

避
け
る
た
め
、
ご
自
宅
に
い
ら
れ

な
い
場
合
、
親
戚
や
友
人
宅
に
避

難
で
き
な
い
か
事
前
に
確
認
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

河津桜ボランティアセンター長
静岡県ふじのくに防災士

玉木 優
ゆう

吾さん

ご

災

Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
׆
ಈ

Ո
۩
の
ஔ
͖
ํ
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玉木さんが普段から
心がけている防災

ふじのくに防災士として、
いつどこで連絡を受けて
もすぐに被災地に駆け付
けられるよう、車には普
段から現地で活動できる
靴や服を乗せています。

備え、

今やるべきことは

死亡時間別死者数（死者の分析） 阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

の
教
訓

け
が
を
し
た
人
の
半
数
近
く
は
家
具

の
転
倒
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

家
具
の
転
倒
防
止
の
重
要
性

掲載／河津町防災ガイドブック（河津町）

けがをした人の原因

掲載／ふじのくに防災ガイドブック
（静岡県地震防災センター）

た
だ
ち
に
助
け
る
こ
と
の
重
要
性

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死
者
の

う
ち
地
震
発
生
か
ら
15
分
間
で
約

15

60
％

の
人
、
約
6
時
間
で
約
86
％
の
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
が
建
物
の
倒

壊
な
ど
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
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も
し
今
、
災
害
が
起
き
た
ら
、
そ
の
部
屋
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

「
住
ま
い
」
や
「
暮
ら
し
」
を
防
災
目
線
で
見
て
み
る
と
、
家
の
中
の
危
険
が
見
え
て
き
ま
す
。

家
の
中
が
安
全
で
あ
る
こ
と
で
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
で
き
る
対
策
と
工
夫
で
「
住
ま
い
方
」
や
「
暮
ら
し
方
」
を
備
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

※家具転倒防止器具補助金の助成対象となる器具の
見本は、役場庁舎入り口に展示してあります

STAY
HOME
SONAE

− 備える −

４
家具レイアウトの見直し

ドア付近や廊下の家具の転倒は、

避難経路をふさぎ、避難を困難にし

ます。ドアが開かなくなる危険のあ

る場所に家具などを置かないように

しましょう。物を置いていない安全

スペースを確保することも大切。固

定した家具の引き出しが抜ける方向

にも注意しましょう。

５
ライフラインの確保

電気・ガス・水道などのライフラ

インの復旧には数週間かかることも

あります。モバイルバッテリーや非

常用トイレ、カセットコンロなど安

心して避難できる備えが必要です。

１
ポール式つっぱり棒

家具と天井の間に設置するつっぱ

り棒状の器具で家具の転倒を防止し

ます。壁や柱にネジ止めできない場

合などに家具を固定する手軽な方法。

天井に強度が必要です。家具の前側

より奥側（壁側）に取り付けると効

果が高くなります。 碍碍碍 助成対象

２
耐震ゲルマット

粘着性のゲル状のもので、家具な

どの底面と床面を接着させ、固定し

ます。比較的小さい家電などの固定

に有効です。 碍 助成対象

３
壁と家具に貼るだけ

ゲルマットの付いた固定器具では、

ネジが必要ないため、壁に穴を開け

ずに家具と壁を固定することができ

ます。 碍 助成対象



家具転倒防止器
具の購入設置費
用を助成します

上手に活用して備えよう

７ �0�0�� ใかΘͮ

災害時に主食、主菜、副菜、汁物があれば栄

養バランスが整いやすく、おいしいものは気持

ちを前向きにします。子どもにはおまけシール

の付いたカレーなど普段から食べなれた食品を

用意するのもおすすめ。飲料水は1人1日3リッ

トルを目安に、生活用水に使う分も考えて多め

に用意を。1週間分を目安に備えましょう。

９
水や食料をストック

では、家具に設置する転倒

防止器具などの購入や設置

費用を助成します。器具はお手軽

な金額のものも多いので、自宅を

安全にするため活用してください。

町

問総務課防災係 緯34－1913

渇町内に住所がある人

渇器具を設置する住宅、併用住宅

などの所有者または居住者

対象者

渇転倒防止器具などの購入費

家具固定器具、感震ブレーカー、

飛散防止フィルムなど

渇転倒防止器具などの取り付けを

業者に依頼したときの設置費

対象になるもの

渇65歳以上の高齢者のみの世帯

上限以内の対象経費全額補助
(100円未満切り捨て)

渇上記以外の世帯の人

対象経費の2分の1
(100円未満切り捨て)

※補助金額の上限

器具の購入費、設置費それぞれ

上限は1万円

補助金額（上限あり）

①家具転倒防止器具などを購入、

設置します

②領収書の写し、設置後の写真、

印鑑、振込先通帳を持参し、役

場総務課で補助金申請します

③役場から補助金交付決定通知が

届きます

④振込先口座に補助金が振り込ま

れます

申請方法

６
ガラス飛散防止フィルム

窓ガラスや食器棚のガラスに貼り、

破損によるガラスの飛散や、収納物

の飛び出しを防ぎます。ガラスの両

面に貼ると飛散防止の効果が高くな

ります。
碍碍碍 助成対象

７
扉ロック

地震によって食器棚などの扉が開い

た場合に、棚の中の物が散乱したり、

食器の割れた破片などでけがをしたり

する危険があるので、扉開放防止器具

を設置しましょう。
碍 助成対象

８
感震ブレーカー

震度5以上でブレーカーを

落とす感震ブレーカー。地震

などの災害後の停電復旧後、

通電したときに破損した電気

配線などから発生する火災を

防ぎます。自宅を守る大切な

グッズです。

碍 助成対象

備え、

今やるべきことは
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ひ
と
た
び
地
震
や
水
害
が
起
こ
っ
た
ら
―
―
、
家
の
中
で
は
、
逃
げ
道
の
確
保
が
最
優
先
。

自
宅
が
安
全
で
は
な
い
と
判
断
し
た
時
に
は
、

迷
わ
ず
「
難
（
危
険
）
を
避
け
る
」
た
め
の
安
全
な
避
難
先
へ
。

「
備
え
」
と
は
？

備
え
続
け
て
い
る
人
た
ち
に
聞
き
ま
し
た
。

―
家
具
を
固
定
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？

昔
、
就
寝
中
に
地
震
に
あ
っ
た

と
き
、
寝
て
い
た
部
屋
の
茶
だ
ん

す
が
倒
れ
る
直
前
、
中
に
入
っ
て

い
た
医
薬
品
が
落
ち
て
部
屋
中
が

真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

の
怖
い
と
い
う
体
験
が
あ
っ
た
の

で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
は
昔
か

ら
考
え
て
い
ま
し
た
。当
時
流
行
っ

て
い
た
青
い
滑
り
止
め
を
家
具
の

下
に
敷
い
た
り
と
、
割
と
早
く
か

ら
対
策
を
し
て
い
ま
し
た
。

―
自
宅
内
で
固
定
し
た
家
具
は
？

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
食
器
棚
。

食
器
棚
は
、
以
前
固
定
し
た
黒
い

ベ
ル
ト
に
加
え
、
昨
年
つ
っ
ぱ
り

棒
で
さ
ら
に
固
定
し
ま
し
た
。

サ
イ
ド
ボ
ー
ド
の
下
に
は
、
ス

ト
ッ
パ
ー
を
入
れ
て
家
具
を
少
し

上
げ
、
前
に
倒
れ
て
こ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

―
器
具
の
取
り
付
け
は
？

全
て
自
分
で
取
り
付
け
ま
し
た
。

材
料
は
、
自
分
で
必
要
な
も
の
を

調
べ
て
町
内
の
店
に
頼
ん
で
も
ら

い
、
購
入
し
ま
し
た
。

―
家
具
の
防
災
を
し
た
感
想
は
？

倒
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
安
心

感
。
自
分
の
体
だ
け
で
な
く
、
も

の
が
壊
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
安

心
感
が
一
番
で
す
。

―
防
災
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
い
こ
と

供
転
ば
ぬ
先
の
杖
僑（
転
ん
で
か

ら
杖
を
用
意
し
て
も
何
の
意
味
も

な
い
の
意
）。万
が
一
に
備
え
て
十

分
な
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

私
は
補
助
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

上
限
は
１
万
円
で
す
が
、
１
万
円

あ
れ
ば
５
つ
は
十
分
に
固
定
で
き

ま
す
。

土屋 達
たつ

雄さん
お

たか子さん
＝田中＝

台所で転倒すると最も危険な大型
冷蔵庫はしっかり固定

サイドボード下にはストッパーを設置し、後ろ
に傾けて前に倒れるのを防止

町の補助金を活用してつっぱり棒で食器棚を固定

日
本
大
震
災
の
大
津

波
、
台
風
10
号
、
そ

し
て
昨
年
の
台
風
19
号
と

私
の
住
ん
で
い
る
普
代
村

は
、
こ
こ
10
年
で
３
回
も

災
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

津
波
で
は
父
の
漁
船
と
作

業
場
を
流
さ
れ
、
台
風
19

号
で
は
自
宅
が
床
上
40
㌢

の
浸
水
被
害
に
遭
い
ま
し

た
。
自
分
な
り
に
備
え
て
い
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
本
当
に
自
然
は
油
断
で
き

ま
せ
ん
。

台
風
19
号
で
は
、
住
家
・
非
住
家
合

わ
せ
て
2
8
0
棟
あ
ま
り
が
床
上
・
床

下
浸
水
の
被
害
を
受
け
、
道
路
は
64
カ

所
が
崩
壊
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
土
砂
崩

れ
が
起
こ
り
ま
し
た
。
山
津
波
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
衛
隊
は
4
0
0
人
体
制
で
連
日
救

助
に
当
た
り
、
消
防
団
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
も
あ
り
、
私
も

泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
家
を
片
付
け
ま
し

た
。普
段
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
光
景
が
、

今
ま
さ
に
自
分
に
降
り
か
か
っ
て
き
ま

し
た
。
で
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と

岩手県普代村
総務課政策推進室

森田 安彦室長

東

Fudai

STAY
HOME
SONAE

− 行動する −

東ຊେࡂの�ޙɺ
෩��߸ඃʹ͋ったඃࡂʹֶͿ

岩手県北部海岸に位置する。
人口2,593人(R2.6.30)。
平成28年度から「華のまち・
普代村」構想プロジェクト
として河津桜約300本が植
樹されている。

DATA 岩手県普代村
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災害は
誰にも止められない

死



で
し
た
。
自
然
災
害
は
誰
に
も
止
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

回
の
九
州
豪
雨
の
よ
う
な
、
い
わ

ば
想
定
外
の
ピ
ン
チ
に
お
い
て
役

立
つ
の
は
、
や
は
り
準
備
と
過
去
の
教

訓
を
生
か
す
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
津

波
は
い
つ
か
必
ず
く
る
。
川
の
近
く
に

あ
る
自
宅
は
必
ず
浸
水
す
る
。
私
は
、

そ
う
思
っ
て
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

震
災
の
津
波
で
は
海
か
ら
5
0
0
㍍

の
と
こ
ろ
に
あ
る
小
学
校
か
ら
地
震
直

後
に
逃
げ
ま
し
た
。
自
宅
は
水
害
に
備

え
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
２
階
に
し
ま
し
た
。

車
に
は
救
命
胴
衣
を
積
ん
で
い
ま
す
。

水
害
保
険
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
大
げ

さ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
は

今
、
生
き
て
い

ま
す
。
河
津
町

の
皆
さ
ん
、
お

願
い
で
す
。
今

で
き
る
限
り
の

準
備
を
し
て
く

だ
さ
い
。

河津中3年 生徒会副会長

山崎 一
いっ

瑳さん
さ

＝長野＝

町内の小・中学生は、非常災害時、学校での避難に備え、家

庭で揃えた日常品を各学校に保管しています。防災袋は、小

学校入学時に町から配布されます。

「食料と水、ウェットティッシュとタオルを必ず入

れています。防災袋は、学期に一度、親と一緒に点

検と入れ替えをします。家では家具を固定していま

す。これからも自分の身を守る備えをしたいです」

৫ɁɈྤɅྩȢ႕൜Ʌɉᆧɂߔ

家庭的保育事業所「ぐるんぱのおうち」

石橋 ひろみさん
＝上峰＝

今、防災袋には、小さい子どもたちも食べられる甘

いものが一つあると良いといわれています。事業所

では、外に行くときにもリュックの中に小さなよう

かんを入れています。避難所では食料は足りていて

も甘いものがすぐには届かないそうです。子どもも

大人も甘いものがあるとホッとします。

災ାʹいのをひͱͭ

民間広報協力員

鈴木 香織さん
＝下峰＝

以前はカップラーメンなどを備えていましたが、新

型コロナで自粛生活を過ごしてからは、みそ、米、

しょうゆ、梅干しがあればなんとかなるねと家族で

話しました。家族が好きならっきょうも。普段から

食べている家庭の味を常備することで、安心感があっ

て心の栄養もとれる気がします。

みͦɺถɺ͠ ΐ͏Ώɺക͠ׯをৗඋ

Voice／災害に備えています

※保育中はマスクを着用しています

９ 2�2��8 広報かわͮ

今

台風19号による普代村での被害

住宅が被害を
受けたら必ず
写真におさめる

備えていても被害にあったとき

害で住宅が被害を受けたと

きは、ショックで何から手

を付けたらいいかわからなくなる

かもしれません。被災者が1日も

早く日常生活を取り戻せるように、

町はさまざまな支援に動き出しま

す。支援を受けるためにも、まず

は被害状況を写真におさめておき

ましょう。

災

問町民生活課税務係 緯34－1928

①被災した部屋ごとの全景写真

②被害箇所の「寄り」の写真を撮

りましょう。

※キッチンなどの住宅設備、家電などの

被害状況も撮りましょう。

屋内の写真の撮り方

渇カメラ・スマートフォンなどで

なるべく4方向から撮るように

しましょう。

渇浸水した場合は、浸水の深さが

わかるように撮りましょう。

※メジャーなどをあてて「引き」と「寄
り」の写真を撮ると被害の大きさがよ

くわかります。

屋外の写真の撮り方

片付けや修理の前に、住宅の被

害状況を写真に撮って保存してく

ださい。町から「り災証明書」を

取得して支援を受けるときや、保

険会社に損害保険を請求するとき

などに役に立ちます。

家の中と外の写真を撮ることが

ポイントです。

被害状況を撮る

備え、

今やるべきことは
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防
災
に
お
け
る
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
基
本
を
踏
ま
え
た
防
災
力
強
化
の
た
め
、

静
岡
県
賀
茂
地
域
局
危
機
管
理
課
で
は
、

賀
茂
地
域
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
「
防
災
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

防
災
知
識
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、
や
が
て
大
人
に
な
り
町
の
防
災
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
講
座
は
、
賀
茂
地
区
の
小

中
学
校
や
園
な
ど
で
、
希
望
し
た

団
体
が
企
画
し
、
賀
茂
地
域
局
が

支
援
し
て
い
ま
す
。

町
立
西
小
学
校
（
竹
内
信
子
校

長
）
で
は
６
月
３０
日
、
全
校
児
童

が
参
加
す
る
防
災
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
前
10
時
過
ぎ
、
校
舎
内
に
ガ

タ
ガ
タ
と
揺
れ
る
音
が
流
れ
た
あ

と
、
髙
橋
淳
教
頭
先
生
の
避
難
誘

あ
つ
し

導
の
放
送
が
流
れ
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
一
斉
に
机
の
下
に
も
ぐ
り
、

身
を
守
る
姿
勢
を
と
り
ま
し
た
。

訓
練
後
、教
頭
先
生
が
、「
命
を

守
る
行
動
が
で
き
た
で
し
ょ
う

か
？
」
と
児
童
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。「
地
震
は
い
つ
く
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
強
い
地
震
が
き
て
か
ら

長
い
時
間
が
経
っ
て
い
ま
す
。
今

き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
や
っ
て
安
全
な
避
難
が
で
き

る
か
、
も
う
一
度
一
人
一
人
が
考

え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

避
難
訓
練
の
後
、
地
震
体
験
車

で
「
怖
さ
」
を
学
び
ま
す
。

低
学
年
は
「
震
度
5
弱
」
の
揺

れ
を
、
３
年
生
以
上
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
で
河
津
町
に
想
定
さ
れ

て
い
る
「
震
度
６
弱
」
の
揺
れ
を

体
験
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
講

座
で
教
え
て
も
ら
っ
た
と
お
り
机

の
脚
を
持
ち
、
膝
を
つ
け
頭
を
守

る
低
い
体
勢
を
と
り
ま
し
た
。

体
験
車
で
、
揺
れ
が
「
震
度
5

弱
」
に
達
す
る
と
、
1
年
生
は
机

の
脚
を
持
っ
て
い
て
も
、
体
じ
ゅ

う
が
大
き
く
揺
れ
、
ガ
ラ
ス
や
食

器
の
倒
れ
る
音
に
怖
さ
を
口
に
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
、
な
か
に
は
楽
し
そ

う
に
話
す
児
童
に
、
指
導
す
る
危

機
管
理
課
の
森
純
平
主
任
は
、「
あ

の
揺
れ
の
中
で
自
分
の
身
を
守
れ

る
か
、
こ
の
揺
れ
で
ど
う
し
た
ら

自
分
の
身
を
守
れ
る
か
、
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

͋ΒΏΔࣗવࡂΛఆ͠ɺ
ಈ͢Δ͜ͱΛߦͯ͑ߟ
Ͳͨͪʹ͔͍͖͍ࠜͤͯͨɻࢠ

賀茂地域局危機管理課

森 純平主任

Interview
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小学校教諭の森さんは、4月
に、県賀茂地域局に赴任し、
賀茂地域の子どもたちの防災
教育に努めます。

ʂ

備え、

今やるべきことは

1

年度は、賀茂地域の約9割の学校で防災講座を開催しまし

た。実践してやることが大事で、継続することで子どもた

ちの防災意識を高めていけます。

ただ、災害をひとごとだと思っている子どもがいると心配にな

ります。誰かに守ってもらうのではなく、あらゆる自然災害につ

いて、どうすれば自分の命は自分で守れ

るかということを、考えて行動するこ

とを子どもたちに根付かせていきた

いと思います。

昨



▲「防災ガイドブッ
クを知っています
か？」と児童に紹介
する森主任

防災・減災の原点は
「知る」
「備える」
「行動する」

Voice／地震体験車で「揺れ」を体験して

防災Message

災害発生時には、災害対策本部長

を務める岸重宏町長。

町の災害対策について聞きました。

児
童
ら
は
経
験
を
重
ね
、
防
災
意

識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
岩
手
県

釜
石
市
の
子
ど
も
た
ち
が
状
況
を

判
断
し
、
よ
り
安
全
だ
と
思
う
場

所
に
避
難
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
最
善
を
尽
く
し
た
行
動
が
多

く
の
命
を
救
い
「
釜
石
の
奇
跡
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
長
年
実
践
し
て
き
た

防
災
教
育
の
成
果
で
し
た
。

学
校
で
防
災
講
座
を
学
び
考
え

る
知
識
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
た

ち
は
、
や
が
て
大
人
に
な
り
こ
の

町
の
防
災
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

1_姿勢を低くして震度5弱の揺れから身を守る訓練
2_地震の揺れから身を守る方法を聞く児童
3_体験車に乗るときに揃えられた靴。靴が揃えてある
と、すぐに逃げられます。備えは日常生活から。
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害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、

自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
場

所
の
災
害
リ
ス
ク
を
一
人
一
人
が

認
識
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

昨
年
度
各
世
帯
へ
配
布
し
た

「
河
津
町
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
は
、
土
砂
災
害
や
津
波
、
洪
水

浸
水
な
ど
の
危
険
区
域
を
示
す
防

災
マ
ッ
プ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

家
族
で
防
災
マ
ッ
プ
を
広
げ
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
ど
の
よ
う
に

災

身
を
守
る
か
話

し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

洪水浸水想定では、18時間の降雨量269.9㎜、
729.7㎜の場合を想定

ࠓ
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͏
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急に揺れて、ビクッとなって

止まって動けなくなってしま

いました。本当に地震がきて

急に揺れたら、防災講座で勉

強したからって油断をしては

いけないけれど、自分の頭と

か体を守れると思います。

止まって動けなかった

震度6弱でもけっこう揺れたか

ら、東日本の震度7はもっと

怖いと思いました。今日は地

震速報を見て対策をとること

ができたけど、日常で急に地

震がきたら、震度がわからな

いから怖いなと思いました。

急に地震がきたら怖い

河津町防災ガイドブック

防災マップ

風水害や地震に関する防災情報の

ほか、防災マップとして「土砂災

害」「津波浸水」「洪水浸水」の災

害ごとの想定区域マップを掲載し

ています。日頃から災害に備えて

おくため、活用してください。

西小4年

板垣陸央さん
りく と

＝大鍋＝

西小4年

五十嵐紗
さ

羅さん
ら

＝下佐ヶ野＝

災・減災の原点は、「知る」「備

える」「行動する」です。

「知る」「備える」は、防災マップ

でさまざまな災害の想定警戒区域

を「知る」ことにより「備える」

ことができます。しかし「行動」

につながるかが課題です。

昨年の台風19号（令和元年10月）

では、多くの人が事前に避難をし

ました。以前よりは「行動する」

が広がりつつあると実感しました。

いざとなったその時、その場面で

動けるか？ が命を守る対策で一

番重要だと考えています。

地震だけではなくあらゆる自然

災害を想定し、避難所にもさまざ

まな役割が必要となってきました。

新型コロナ感染予防で大きく変わ

る避難所、すぐに逃げられない人

のための福祉避難所など今後必要

となってきます。役場庁舎横に建

設予定の「子育て支援施設」では

河津川洪水浸水想定を考慮し現在

の地盤高より1メートル上げ、避

難所としても活用します。将来的

には、津波や洪水の心配のない所

に「防災公園」をサテライト施設

として検討を始めました。

その時に応じて、今できること

を検討していきます。

防

岸 重宏 町長
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ライトアップされて幻想的なカニ滝

プレミアム工事券を予約する住民

大会への決意を述べる候補選手

幻想的な夜の滝を楽しむ
Χχ滝 φΠτΥʔΫ

七滝観光協会主催のライトアップイベント「カニ滝
ナイトウォーク」が７月１日から、カニ滝周辺で行われ
ています。８月３１日までの期間中１９時から２１時に、カ
ニ滝がライトアップされ幻想的な雰囲気になっていま
す。ライトは、コロナ禍で活動する医療関係者への感
謝の気持ちを表すため、医療関係者を象徴する色のブ
ルーライトで照らしています。

商工会プレミアム工事券の販売予約受付が７月１５日
と１６日に河津町商工会で行われました。プレミアム工
事券は、町内在住の世帯が工事代金として使える商品
券で、１万１，５００円分を１５％プレミアムの１万円で販売
しました。６月に発売された商品券と合わせ、新型コ
ロナウイルス感染症経済対策として効果が期待されま
す。当日は、販売開始前から多くの人が訪れました。

プレミアム付け経済対策へ
Տொ会 プレミアムൢ݊ࣄച

１２月５日に開催される「第２１回静岡県市
町対抗駅伝競走大会」に向け、候補選手説
明会が７月２０日、町立文化の家で行われま
した。候補選手や監督、コーチなど約２０人
が集まり、大会概要などを確認しました。
続いて榎本良治団長が「精いっぱい練習し、
本番に向けてがんばっていきましょう」と
あいさつを述べ、候補選手らも１人ずつ大
会への決意を述べました。大会に向けた練
習は８月からスタートしました。

大会に向け決意
੩Ԭࢢݝொ対߅Ӻબखઆ໌会
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風鈴の音色で癒される
Տ七ୌ 風ྋܢ

七滝観光協会主催のイベント「風涼渓」が７月１日
から河津七滝初景滝周辺で行われています。約８０個の
手作りガラス製の風鈴が、初景滝周辺の遊歩道沿いに
飾られ、初夏の七滝に涼しげな音色を響かせています。

遊歩道を歩く観光客らは、風鈴が奏でる癒しの音色
とともに渓流浴を楽しんでいました。イベントは８月
３１日まで開催しています。

風鈴の音色を聞きながら涼む観光客

七夕の笹飾りを作る参加者

かわづっこ子育てねっとの「くれよんくらぶ」が７
月１日、保健福祉センターで七夕イベントを行いまし
た。イベントでは石橋ひろみ代表が、参加した５人の
子どもに七夕のおはなしを聞かせ、歌を歌ったり、七夕
の笹飾りを作ったりしました。子どもたちは自分で好
きな飾りを作り、笹に自由に飾りつけて思い思いに楽
しみました。笹飾りは持ち帰って自宅に飾りました。

願いを込めた七夕笹飾り
くれΑΜくΒぶ 七夕Πϕϯτ

新型コロナウイルス感染症対策を聞く受講者

食中毒やコロナ対策を学ぶ
食中毒ٴࢭͼ৽ܕコロナ֦େߨࢭशձ
食中毒防止及び新型コロナウイルス感染症拡大防止

講習会が７月２日、河津バガテル公園オランジェリー
で行われました。講習会は、伊豆食品衛生協会河津支
部が飲食店や宿泊業などの関係者らを対象に開催し多
くの関係者が受講しました。受講者は、賀茂保健所の
職員から食品衛生や新型コロナウイルス感染症の拡大
防止対策などを学び、夏に備えます。

さくらサロン「いろは」が７月２１日、保健福祉セン
ターで行われました。さくらサロンは、６５歳以上の人
が気軽に集まり話せる仲間づくりの場です。サロンで
は、山王園芸の鈴木博文さんを講師に迎え、花の手入
れの仕方や植え方など花の楽しみ方を学びました。

参加者は、鈴木さんの指導のもと、それぞれ鉢に自
由に花を植え、自宅に持ち帰り飾って楽しみました。

仲間づくりの場で花を楽しむ
さくΒαロϯʮいΖʯ

鉢に花を植えて楽しむ参加者
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▲ねぐらにしていた神社から出てくるハクビシン
（協力隊提供）

い日が続きますが、いか

がお過ごしでしょうか？

今回は町内でも姿を見かける

機会が多いハクビシンの生態を

紹介します。ハクビシンは外来

種で、ジャコウネコ科に属して

います。森林などに生息します

が、市街地の民家周辺にもすみ

つき、町内では畑の作物を食べ

てしまったり、民家や神社の屋

根裏などに侵入してしまう被害

が起きています。

見た目は、ネコと同じくらい

のサイズで、尻尾が太くて長く、

顔の中心には額から鼻にかけて

縦に白い線が入っています。ハ

クビシン(白鼻芯)という名前の

由来はここからきています。よ

く見間違えられるタヌキやアナ

グマと異なるのは、完全な夜行

性ということと、肉球が発達し

ており木登りが得意なことが挙

げられます。ピンク色のふっく

らした肉球を使ってとても器用

に、細い枝や電線の上まで歩く

ことができます。そのため、畑

での被害を防止するにはネット

柵の上に電気柵を設置するか、

柵の上部を外側に張り出すよう

に設置し、這い上がれないよう

にする必要があります。また、

民家への侵入を防ぐには、侵入

口になりそうな箇所を全てふさ

ぐことです。特に換気口や軒下

などに隙間があると侵入されて

しまうことがあるので、皆さん

も今一度、自分の家を確認して

みることをおすすめします。

暑
ハクビシンの被害を防ぐために

飯田 莉央さん
いいだ りお
笹原
南小学校6年

弁護士になりたい

る
ル
ー
ル
の
中
に
も
、
憲
法
の
決

ま
り
が
活
用
さ
れ
て
い
て
興
味
が

わ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
知
ら

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
も
っ
と

憲
法
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
授
業
で
話
し
合
う
こ
と
の

楽
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
話
し

合
い
で
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
た
く
さ
ん
の
人
の
様
々
な
考

え
に
触
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
友
達
の
考
え
は
自
分
に

は
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
は
っ
と

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
と
関
わ
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
、
話
し
合
い
に

よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
弁
護
士

に
な
れ
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
勉

強
し
た
い
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
話
し
合
い

に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
弁
護

士
に
な
る
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け

は
、
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
の
弁
護
士

が
、
様
々
な
人
た
ち
か
ら
聞
き
取

り
を
し
て
証
拠
を
集
め
て
、
罪
の

な
い
人
を
無
罪
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
憧
れ
た
か
ら
で
す
。
特
に
、

重
い
罪
に
な
り
そ
う
な
と
こ
ろ
で
、

逆
転
無
罪
を
勝
ち
取
る
場
面
は
、

と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

弁
護
士
の
活
や
く
に
よ
っ
て
、
罪

が
な
い
人
の
時
間
や
幸
せ
が
守
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
と
て
も

大
切
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
授
業
で
日
本
国
憲
法
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
国
民
の

日
常
生
活
や
、
い
つ
も
守
っ
て
い

社会を勉強する莉央さん

越尾 みゆ（24歳）

こし お

伊豆の国市出身。2019年4月、河津町
地域おこし協力隊に着任。任期3年。
日本野鳥の会にも所属し、鳥を研究中。

鳥のさえずりvol.5

河津町地域おこし協力隊௨৴

��My
Dream

https://www.facebook.com/
kawazu.kyouryokutai/



新着図書案内
出版社著者名書 名（一般書）

海竜社下重暁子/著老いの器量

マイルスタッフ太田さちか/著不思議なお菓子レシピ
サイエンススイーツ

小学館小林忠/著教えてコバチュウ先生！
浮世絵超入門

KADOKAWAスーパーファジー/著英語の母音をひらがな5つで完全
攻略！あいうえおフォニックス

春陽堂書店鵜飼哲夫/編芥川賞候補傑作選
戦前・戦中編 1935-1944

出版社著者名書 名（児童書）

旺文社関和之/マンガ・
イラスト

学校では教えてくれない大切
なこと瑛AIってなんだろう

河出書房新社森村尚登/著いのちを救う災害時医療

日本図書
センター

渡部潤一/監修
いとうみつる/イラスト

星座と神話のキャラクター
図鑑

樹立社曹文軒/作
水野衛子/訳樹上の葉 樹上の花

BL出版ファッティ・バーク/絵トムをみつけよう！古代エ
ジプト−歴史たんけん−

１５ 2020.8 広ใかわͮ

ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

図書館だより
No.2088 町立文化の家

http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/
＜開館時間＞ 9時～18時 土・日は17時まで
＜休 館 日＞ 月曜・祝日・月末日
問 町立文化の家図書館 緯34－1115

図書館カレンダー

SAT１
SUN２

休館日MON３
TUE４

時間のはこぶね
と き

WED５
はらぺこあおむしの会THU６

FRI７
幼児のおはなし会SAT８

SUN９
休館日（山の日）MON10
休館日（振替休館）TUE11

WED12
THU13
FRI14
SAT15
SUN16

休館日MON17
TUE18
WED19

はらぺこあおむしの会THU20
FRI21
SAT22
SUN23

休館日MON24
TUE25

時間のはこぶね
と き

WED26
はらぺこあおむしの会THU27

FRI28
SAT29

休館日（館内整理）SUN30
休館日MON31

August2020

鞄小学生向け…時間のはこぶね（毎週水曜15：50～16：20）
と き

鞄乳幼児向け…はらぺこあおむしの会（毎週木曜）
0～2歳児向け 10：10～10：30
2・3歳児向け 10：40～11：00

鞄幼 児 向 け…幼児のおはなし会（第2土曜10：00～10：30）

おはなし会

物語をより楽しく！ 想像力を豊かに

イベントやおはなし会
は、見合わせとなる場
合があります。

絵のないおはなしをした後、小学生の子どもたちにお姫様のド

レスは何色だったと思う？ と聞くと、「ピンク」「黄色」「水色」と、

同じおはなしを聞いても一人一人イメージが違います。きっと、顔

の形も住んでいるお城も違うのでしょう。子どもは、全く見たこ

とのない物を想像することはできません。どこかで似たようなお

はなしに出会っていて、そこで見ているから想像がつくのです。

絵のない物語をワクワクしながら

読むことができる子の頭の中には、

その物語の世界が広がっています。

そのイメージをより鮮やかに彩る

のは、その子が今まで読んでもらっ

た絵本たちです。想像力を豊かに

育てることは、幼児期の一冊の絵

本から始まっています。

はらぺこあおむしの会より

館
長
の
つ
ぶ
や
き

「
可
哀
想
な
婆
さ
ん
だ
。倅
が

せ
が
れ

蓮
台
寺
の
銀
山
に
働
い
て
い
た

ん
だ
が
ね
、
今
度
の
流
行
性
感か

ん

冒
て
奴
で
倅
も
嫁
も
死
ん
じ
ま
っ

ぼ
うた

ん
だ
。」

川
端
康
成
の『
伊
豆
の
踊
子
』

の
一
節
で
す
。
鉱
夫
た
ち
が
下

田
港
の
踊
り
子
と
の
間
に
割
り

込
ん
で
き
ま
す
。
大
正
七
年
、

一
高
生
の
川
端
が
天
城
峠
を
越

え
た
年
は
、
流
行
性
感
冒
が
流

行
り
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪

で
す
。
こ
の
年
の
上
河
津
尋
常

高
等
小
学
校
の
日
誌
は
、
感
冒

に
よ
る
学
校
閉
鎖
の
こ
と
な
ど
、

淡
々
と
伝
え
て
い
ま
す
。

かわづっこ子育てねっと七夕
お楽しみ会（7月4日）

▲親子で七夕飾りを作る
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健康福祉課 緯34－1937

今月のテーマ

今こそ！ 災害時に
備えて食品の家庭備
蓄を見直そう

か わ い く

■健康相談および母子健康手帳交付
日 時 8月17日（月）、9月7日（月）

13時30分～15時30分
場 所 保健福祉センター
持ち物 ・妊娠届出書（病院で配付さ

れた場合はご持参ください）
・個人番号カードまたは通知
カード

・身元の確認ができるもの
（写真付きでない場合は2種
類ご持参ください）

・印鑑

■育児相談
日 時 9月8日（火）

10時～11時30分
場 所 保健福祉センター

ふれあいホール
対象者 子育て中の保護者
内 容 身体測定、離乳食や子どもの

食事に関する相談、育児相談、
歯科相談

持ち物 母子健康手帳

■健診事後教室（要予約）
日 時 8月25日（火）

①未就園児
10時30分～11時45分

②幼稚園年少以上の年齢児
14時30分～16時

場 所 保健福祉センター
ふれあいホール

かわͮで子育て

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

緯0120−560−655（年中無休）

保健福祉
センター
だより

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
た
食
品
の
備
蓄
、

つ
い
つ
い
先
延
ば
し
に
し
て
は

い
ま
せ
ん
か
？

１
週
間
分
×

人
数
分
程
度
の
食
品
の
家
庭
備

蓄
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

災
害
直
後
は
炭
水
化
物
ば
か
り

に
な
り
が
ち

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
や
お
菓
子

ば
か
り
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？

炭
水
化
物
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
重
要
で
す
が
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
い

と
体
調
不
良
や
病
気
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
に
は
缶
詰

が
お
す
す
め

ツ
ナ
、
サ
バ
な
ど
魚
介
の
缶

健
康
福
祉
課

山
下
由
香
里

管
理
栄
養
士

詰
や
焼
き
鳥
な
ど
の
肉
類
の
缶

詰
な
ど
、
缶
詰
は
長
期
保
存
が

で
き
る
上
、
手
軽
に
タ
ン
パ
ク

質
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物

繊
維
を
と
る
た
め
の
野
菜
を
常

備
し
よ
う

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
日
持
ち
す
る

野
菜
を
日
頃
か
ら
多
め
に
買
い

置
き
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
乾
物
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、

缶
詰
の
フ
ル
ー
ツ
な
ど
も
お
す

す
め
で
す
。
こ
れ
ら
を
災
害
時

に
と
る
こ
と
で
、
便
秘
や
口
内

炎
な
ど
の
体
調
不
良
を
起
こ
し

に
く
く
で
き
ま
す
。

熱
源
を
確
保
し
よ
う

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で
熱
源
を

確
保
で
き
れ
ば
災
害
時
の
食
選

択
が
大
幅
に
広
が
り
ま
す
。

災
害
時
は
食
事
が
偏
り
や
す

い
上
、
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
り
、

体
調
不
良
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
温
か
く
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
あ
れ
ば
、

心
身
と
も
に
満
た
さ
れ
、
元
気

に
活
動
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
湧
い
て
き
ま
す
。
ま
た
必
要

が
あ
れ
ば
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
乳

幼
児
、
高
齢
者
の
た
め
に
い
つ

も
食
べ
て
い
る
食
品
も
備
蓄
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
を
備
蓄
し
な
が
ら
、
期

限
が
迫
っ
て
く
れ
ば
日
常
の
食

事
に
取
り
入
れ
て
補
充
し
、
楽

し
く
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。



町政 PickUp
６月→→７月

１７ ������ ใ͔Θͮ

□行政

□財政

□防災

□消防

□企画

□福祉

□子育て

□介護

□保険

□健康

□議会

□窓口

□税務

□建設

□水道

□産業

□教育

令
和
５
年
度
開
校
を
目
指
し
３
小
学
校
統
合
へ

খ
ֶ
ߍ
౷
߹
४
උ
ҕ
һ
ձ
ͷ

ਃ
ʹ
Ԋ
͍
ਐ
め
ま
͢

町
で
は
、
町
内
３
小
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
、
河
津
町
立
小
学
校

統
合
準
備
委
員
会
の
答
申
内
容
に

沿
っ
て
統
合
を
進
め
て
い
く
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。

小
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
、
河
津
町
立
小
学
校
統
合
準

備
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
、「
河
津

中
学
校
周
辺
に
小
中
一
貫
校
を
令

和
５
年
度
に
開
設
す
る
」
と
の
答

申
書
が
鈴
木
基
教
育
長
へ
提
出
さ

今
井
浜
海
水
浴
場
の
み
開
設
へ

ਫ
࣭
ௐ
ࠪ
݁
Ռ

「
"
"
」

▲小学校統合町民説明会（6月19日）

ひ
と
り
親
世
帯
へ
臨
時
給
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ͷ
Ө
ڹ
を
ड
͚
た
ࢠ
ҭ
ͯ
ੈ
ଳ
を
支
ԉ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
ひ
と
り
親
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
、
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

ひ
と
り
親
世
帯
で
次
の
①
～
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
人

②
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

▲調査用の海水を採取する県職員

る
た
め
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
受
け
て
い
な
い
人
（
支
給
制
限

限
度
額
を
下
回
る
人
に
限
る
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
と
な
る
水
準
に
下

が
っ
た
人

給
付
額

１
世
帯
５
万
円
、
第
２

子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

※
②
・
③
の
対
象
者
は
、
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

福
祉
介
護
係

緯
（
3
4
）
1
9
3
7

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
開
催
を
延

期
し
て
い
た
小
学
校
統
合
町
民
説

明
会
は
、
６
月
１８
日
か
ら
６
月

１８

２２

日
に
か
け
て
各
小
学
校
で
開
催
し
、

参
加
し
た
８３
人
に
答
申
内
容
を
説

明
し
ま
し
た
。
１
月
か
ら
の
住
民

説
明
会
や
学
校
説
明
会
と
合
わ
せ

３
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
、
校
名
や
協
定
服
、
通
学

方
法
な
ど
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

統合準備委員会 答申内容
河津町内3小学校を閉校し、新校舎を建設し、

新たな統合小学校を開校する。

開設時期 令和5年度

開設場所 河津中学校周辺

当面の間は、南小学校校舎を活用

学校形態 小学校と中学校の連携を深めた

小中一貫校とする

/81

静
岡
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
警
戒
レ
ベ
ル
が

「
レ
ベ
ル
4
」
と
な
っ
た
た
め
、
開
設
を
中
止

し
ま
し
た
。（
7
月
28
日
現
在
）

։ઃதࢭ
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
河
津
浜
と

今
井
浜
海
水
浴
場
は
、
４
段
階
の

水
質
区
分
の
う
ち
特
に
良
好
な
水

質
で
あ
る
最
高
レ
ベ
ル
の「
Ａ
Ａ
」

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
は
、

油
膜
の
有
無
や
透
明
度
、
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
）
な
ど

の
項
目
を
調
べ
、
Ｏ
１
５
７
は
県

内
全
て
の
海
水
浴
場
で
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
の
た
め
河
津
浜
海
水
浴
場
は

開
設
せ
ず
、
人
と
人
と
の
間
隔
の

確
保
や
手
指
の
消
毒
を
呼
び
か
け

る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
実

施
し
た
上
で
、
今
井
浜
海
水
浴
場

の
み
を
８
月
１
日
か
ら
２３
日
ま
で

開
設
し
ま
す
。

ま
た
県
は
、
５
月
に
実
施
し
た

県
内
の
海
水
浴
場
の
水
質
調
査
結
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で
広報かわづ配信中！

スマートフォンを利用している子ど

もが、SNSで知り合った人を安易に信

用して、児童買春や自画撮り被害など

の性被害に遭っています。家庭でスマー

トフォンを利用するときのルールを作

りましょう。

渇フィルタリングを利用する

渇自画撮りをしない、送らない

渇ネットで知り合った人と会わない

問下田警察署管内防犯協会

緯27－2766

しずおかポリスふじネット

放送大学は、2020年度10月入学生

を募集しています。10代から90代の

幅広い世代、約9万人の学生が「大学

を卒業したい」「学びを楽しみたい」な

どさまざまな目的で学んでいます。心

理学、福祉、経済、歴史、文学など約

300の幅広い授業科目があり、1科目

から学ぶことができます。

出 願 第1回 8月31日（月）まで

第2回 9月15日（火）まで

問放送大学静岡学習センター

緯055－989－1253

放送大学入学生募集

停電情報アプリで配信
東京電力パワーグリッドでは、お客

さまに安全・確実に安定した電気をお

届けできるよう、日々設備の点検・改

修を実施しています。しかし、災害や

設備事故などにより停電が発生し、ご

不便をおかけしてしまうこともありま

す。停電情報は、東京電力パワーグリッ

ドのホームページまたは、TEPCO公式

スマートフォンアプリ「TEPCO速報」

で、停電地域や復旧時間の見込みなど

をお知らせしています。な

お、切れて垂れ下がってい

る電線には、絶対に触らな

いでください。

問東京電力パワーグリッド

緯0120－995－007（無料）

緯03－6375－9803（有料）

▲東電HP

※7月号に掲載した問い合わせ先「緯03－6375－9803
（無料）」は誤りでした。お詫びして訂正します。

自衛官候補生採用試験
陸上自衛官は2年、海上・航空自衛

官は3年の任期制隊員コースです。入

隊して3カ月間は自衛官候補生として

経験を積み、その後2等陸海空士に任

命されます。

資 格 令和3年4月1日現在

18歳以上33歳未満の人

受 付 年間を通して実施

自衛隊静岡地方協力本部ホー

ムページを確認してください。

試験日 第4回 9月26日（土）男性のみ

第5回 9月27日（日）女性のみ

第6回 10月3日（土）

場 所 第4・6回 板妻駐屯地

第5回 駒門駐屯地

問自衛隊静岡地方協力本部

伊東地域事務所 緯0557－37－9632

下田地区消防組合職員募集
下田地区消防組合では、次のとおり

職員を募集します。

募 集 消防職

採 用 5人程度

令和3年4月1日から採用予定

資 格 平成6年4月2日以降に生まれ、

高卒以上（卒業見込みを含む）の

学歴を有するまたは同程度の

学力を有すると認められる人

提 出 受験申込書、卒業証明書など

受 付 8月11日（火）～9月17日（木）

試 験 第1次 10月18日（日）

第2次 11月8日（日）

場 所 下田消防庁舎 3階会議室

問・提出先 下田消防本部総務課

緯22－1829

第7回「あいのうた～出会いから子

育てまでの短歌コンテスト～」を開催

します。子育てのエピソードや恋人と

の出会い、家族への想いなどを詠んだ

短歌を募集します。

募 集 8月3日（月）～9月30日（水）

部 門 一般の部、ジュニアの部（高

校生に相当する年齢以下）

資 格 どなたでも応募できます

審査員 俵万智氏（歌人）

田中章義氏（歌人）

選 賞 各部門 最優秀賞1作品、優

秀賞2作品、審査員特別賞2作

品、入選15作品

応 募 郵便、FAX、ホームページ

詳しくは、専用ホームページで確認

するか、あいのうた事務局へお問い合

わせください。

問あいのうた事務局

緯053－424－7750

あいのうた短歌コンテスト

日本遺族会は、「戦没者遺児による慰

霊友好親善事業」の参加者を募集して

います。

同事業は、先の大戦で父などを亡く

した戦没者の遺児を対象として、父な

どの戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼

を実施するとともに、同地域の住民と

友好親善を図ります。

参加費 10万円

申込先 静岡県遺族会

その他 参加者の高齢化を考慮し看護

師が同行します。付き添い希

望者は要相談。

地 域 旧ソ連、旧満州、西部ニュー

ギニア、ボルネオ・マレー半

島、トラック諸島、パラオ諸

島、ソロモン諸島、フィリピ

ン、マリアナ諸島、ミャンマー、

タイ、中国 など

日程などの詳細は、日本遺族会へお

問い合わせください。

問（一財）日本遺族会事務局

緯03－3261－5521

戦没者遺児の皆さんへ

今月の納税
介護保険料3期、後期高齢者医療保険料１期
8月31日（月）が納期です。
問 健康福祉課 緯34－1937

町県民税2期、国民健康保険税4期
8月31日（月）が納期です。
問 町民生活課 緯34－1928
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（6月1日～30日届出）

（7月1日現在）

（－16）前月比人7,062人 口

人3,407（男）

人3,655（女）

（＋1）前月比世帯3,336世帯数

暮らしの情報 information

ひとの動き
身近なこと生活相談へ

日時・場所

9月2日（水） 10時～15時

保健福祉センター ボランティア団体室

問社会福祉協議会 緯34－1286

「看取り」講演会
賀茂地区在宅医療・介護連携推進支

援センターでは、「在宅療養の実際につ

いて」の講演会を開催します。

日 時 8月27日（木） 13時30分～

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

講 師 愛菜花訪問看護ステーション

小池美帆氏

募 集 30人程度

締 切 8月20日（木）まで

「マスク着用」「検温」など感染症予

防対策にご理解ご協力をお願いします。

問・申込先 町地域包括支援センター

緯34－1938

介護・認知症介護相談
介護相談

8月15日（土）、9月5日（土）

10時～15時

サンシニア河津 相談室

問サンシニア河津 緯32－3203

認知症介護相談

8月22日（土） 13時～15時

サンシニア河津 みねの家

問サンシニア河津 みねの家

緯32－1158

介護・法律相談
日時・場所

8月19日（水）介護相談 10時～12時

法律相談 13時～15時

保健福祉センター 相談室2

法律相談は事前に予約をしてください。

問社会福祉協議会 緯34－1286

日本年金機構出張相談
三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や、年金の請求、各種書

類の提出などを受け付けます。ぜひご

利用ください。

日時・場所

9月4日（金） 下田市役所（要予約）

9時30分～11時30分、13時～14時

電話予約が必要です。

問下田市役所市民保健課 緯22－3922

海上保安庁では、海上保安大学校学

生の採用試験を次のとおり実施します。

試 験 10月31日（土）、11月1日（日）

申 込 8月27日（木）～9月7日（月）

インターネット申し込み

採 用 60人程度

詳しくは、人事院ホームページで確

認するか以下へお問い合わせください。

問下田海上保安部管理課

緯23－0118

海上保安大学校学生募集

試 験 11月8日（日）

場 所 下田市 ほか6会場

種 類 甲種／乙種全類／丙種

申 請 電子申請／8月28日（金）～9月

7日（月） 書面申請／8月31日

（月）～9月10日（木）

詳しくは、消防試験研究センター静

岡県支部ホームページをご覧ください。

また、新型コロナウイルス感染症の影

響により日程や会場を変更する場合が

ありますのでご了承ください。

問下田消防本部予防課 緯22－1849

（一財）消防試験研究センター静岡県

支部 緯054－271－7140

危険物取扱者試験

8月21日は
県民の日

人口と世帯

戸籍だより

相 談 お知らせ
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こだわりのグラスでいただく
手焙煎のコーヒー

「
大
き
な
地
震
が
く
る
と
き
は

『
ゴ
ォ
ー
ー
』と
い
う
地
鳴
り
が
す

る
ん
だ
よ
。と
て
も
怖
か
っ
た
」。取

材
を
し
て
い
て
聞
い
た
声
で
す
。

私
は
ま
だ
地
鳴
り
を
聞
い
た
こ
と

が
な
い
、
大
き
な
災
害
を
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
と
改
め
て
気
づ
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
河
津
町
で
も

過
去
に
大
地
震
は
発
生
し
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
河
川
の
氾
濫
な
ど

風
水
害
も
全
国
各
地
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
へ
の
対
策
が
重
要
だ
と

実
感
す
る
日
々
。コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

ま
ず
は
自
宅
を
安
全
に
す
る
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
。

（
s
）

姉妹都市長野県白馬村通信

伊
豆
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と
、
１
年

半
前
に
東
京
か
ら
河
津
に
移
住
し
て
き

た
久
城
雅
文
さ
ん
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ

ザ
イ
ン
や
テ
レ
ビ
局
の
生
中
継
技
術
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
、
自
然
豊
か
な
川
横
で
、
妻

の
敦
子
さ
ん
と
保
護
犬
だ
っ
た
子
犬

『
ハ
ナ
』
を
迎
え
入
れ
、
新
し
い
生
活

を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

河
津
に
来
て
か
ら
は
、
周
り
の
人
か

ら
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
関
連
の
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
Ａ
Ｉ
機
器
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及

に
伴
い
、
困
っ
て
い
る
人
は
意
外
に
多

く
、
自
分
の
持
つ
技
術
が
役
に
立
つ
の

で
は
な
い
か
」
と
考
え
始
め
た
と
の
こ

と
。
周
り
の
勧
め
も
あ
り
、
電
気
の
よ

ろ
ず
屋
と
し
て
『
ま
め
く
ー
』
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
口
コ
ミ
で
始
ま
っ
た
事

業
で
す
が
ネ
ッ
ト
関
連
を
中
心
に
、
中

古
の
パ
ソ
コ
ン
購
入
相
談
か
ら
家
電
修

理
な
ど
、
何
で
も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

頼
り
に
な
る
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え

て
い
る
そ
う
で
す
。「
河
津
の
人
が
喜
ん

で
く
れ
る
の
が
一
番
う
れ
し
い
」
と
優

し
い
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
こ
と
が
趣
味
の

久
城
さ
ん
は
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
を

勉
強
し
、
７
月
に
自
宅
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ー
ヒ
ー
を
出
す
茶
屋
『
く
ー
さ
ん

の
焙
煎
所
』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

河
津
の
新
し
い
癒
し
の
場
を
提
供
し
て

く
れ
そ
う
で
す
。

【
取
材
】輿
水

恵
子
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

撮影：中沢直人さん「雪解け始まる八方池と白馬三山」
（6月撮影）

電
気
に
強
い
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん

グリーンシーズン

電気のよろず屋『まめくー』
くーさんの焙煎所

久城 雅文さん

鳥取県出身。電気のよろず屋。第二種
電気工事士や第三級陸上特殊無線技士
などの資格を持っている。実家が電気
屋だったこともあり、子どものころから
テクノロジー好き。得意分野はIT全般。

川横 57歳
くしろ まさふみ

天候不良が長引いているため、荷揚げのヘリが飛ばず、職員有志による

歩
ぼっ

荷で、18～19日の営業を乗り切るという話が出ています（7月13日現
か

在）。すべて人力で運搬していた昔へと思いをはせる機会となりそうです。

7月に入り、梅雨空が続

いています。村営白馬岳頂

上宿舎は、新型コロナウイ

ルス感染症などの影響によ

り、営業を見合わせていま

したが、7月18日から営業

を開始しました。


